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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 29日 (2007.1.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 収 納 部 １ １ Ａ ， ２ １ Ａ 挿 通 先 端 部 １ ２ Ａ と 、 こ の 先 端
部 １ ２ Ａ か ら 連 続 し て 形 成 さ れ た 筒 状 部 １ ２ Ｂ と

肩 部 １ ２ Ｃ が 形 成 さ れ 、 こ の 肩 部 １ ２ Ｃ は 、
さ れ る こ と を 特 徴 と す る

。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 は 角 部 １ ２ Ｅ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の

。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 は 、 前 記 肩 部 １ ２ Ｃ の 円 周 上 に 連 続 的 又 は 断 続 的 に 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す 求 項 に 記 載 の 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 先 端 部 １ ２ Ａ は 前 記 肩 部 １ ２ Ｃ か ら 突 出 す る 突 出 部 １ ２ Ｅ を 備 え て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 先 端 部 １ ２ Ａ は 、 前 記 ボ タ ン 本 体 １ １ ， ２ １ で 押 圧 さ れ た 際 に 没 入 し て 側 方 に 膨 出
可 能 と さ れ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 ボ タ ン 用 止 め 具
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

ボ タ ン 本 体 １ １ ， ２ １ の に さ れ る
を 備 え 、 前 記 先 端 部 １ ２ Ａ と 前 記 筒 状 部

１ ２ Ｂ と の 間 に そ の 外 周 部 が 前 記 筒 状 部 １ ２
Bの 外 周 に 対 し て 前 記 筒 状 部 １ ２ Bの 径 方 向 に 膨 出 し て 形 成 ボ タ ン
用 止 め 具

肩 部 １ ２ Cに が 形 成 さ れ ボ タ ン
用 止 め 具

角 部 １ ２ E
る 請 ２ ボ タ ン 用 止 め 具

３ ボ タ ン 用 止 め 具

る こ ４ ボ タ ン 用 止 め 具



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 衣 服 の 合 わ せ 目 を 止 め る ボ タ ン や 、 主 に 飾 り と し て 用 い ら れ る 飾 り ボ タ ン 等

、 ボ タ ン 本 体 生 地 を 介 在 さ せ て 取 り 付 け る に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 多 用 さ れ て い る 一 般 形 状 の ボ タ ン 本 体 を 用 い て 生 地 の 厚 さ や 硬 さ に か
か わ ら ず 生 地 に 取 り 付 け る こ と が で き る を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の は 、 収 納 部 挿 通 先 端 部 と 、 こ の 先 端 部 か
ら 連 続 し て 形 成 さ れ た 筒 状 部 と 肩 部 が 形 成 さ れ
、 こ の 肩 部 は 、

さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ボ タ ン 本 体 と と の 間 に 生 地 を 挟 ん だ 状 態 で 互 い に 押
し 付 け る と 、 止 め 具 の 先 端 部 で 生 地 を 押 さ え な が ら 肩 ボ タ ン 本 体 の 収 納 部 の 挿 通 端 と
の 間 で 生 地 が 切 断 さ れ て ボ タ ン が 取 り 付 け ら れ る 。
　 そ の た め 、 本 発 明 で は 、 止 め 具 の 肩 ボ タ ン 本 体 の 収 納 部 の 挿 通 端 と の 間 で 生 地 を 切
断 す る 。 肩 部 は 、 そ の 板 厚 が 従 来 例 で 示 さ れ る フ レ ア ー や エ ッ ジ に 比 べ て 薄 く し な く て も
よ い か ら 、 た と え 切 断 部 に 大 き な 力 が 集 中 し て も 、 破 損 す る と い う 不 都 合 が 無 く 、 そ の 上
、 調 芯 性 も 劣 化 す る こ と が な い 。 そ の た め 、 本 発 明 で は 、 厚 手 の 生 地 で も 薄 手 の 生 地 で も
止 め 具 を 破 損 す る こ と な く 容 易 に 切 断 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 ボ タ ン 本
体 は 、 収 納 部 が 形 成 さ れ る 形 状 で あ る た め 、 Ｆ バ ー や Ｅ バ ー 等 と 同 様 の 一 般 形 状 を 採 用 す
る こ と で 、 多 用 さ れ る ボ タ ン 本 体 を そ の ま ま 利 用 す る こ と が で き る 。
　

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 で は 、 前 記 は 角 部 る 構 成 が 好 ま し い 。
こ こ に お い て 、 前 記 角 部 の 曲 率 半 径 Ｒ は 、 ０ ． ５ mm以 下 で あ り 、 好 ま し く は 、 ０ ． ３ ｍ ｍ
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に 設 け ら れ と の 間 で ボ タ ン 用 止 め 具

ボ タ ン 用 止 め 具

ボ タ ン 用 止 め 具 ボ タ ン 本 体 の に さ れ る
を 備 え 、 前 記 先 端 部 と 前 記 筒 状 部 と の 間 に

そ の 外 周 部 が 前 記 筒 状 部 の 外 周 に 対 し て 前 記 筒 状 部 の 径 方 向 に 膨 出 し て 形
成

ボ タ ン 用 止 め 具
部 と

部 と

し か も 、 前 記 肩 部 は 、 そ の 外 周 部 が 前 記 筒 状 部 よ り 径 方 向 に 膨 出 し て 形 成 さ れ て い る か
ら 、 肩 部 の 変 形 が し に く く な り 、 切 断 部 の 破 損 を よ り 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。

肩 部 に が 形 成 さ れ



以 下 で あ る 。
　 こ の 発 明 で は 、 角 部 形 成 さ れ る こ と で 、 切 断 の 加 工 が 容 易 と な り
、 止 め 具 の 製 造 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 前 記 は 、 前 記 肩 部 の 円 周 上 に 連 続 的 又 は 断 続 的 に 形 成 さ れ て い
る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 で は 、 収 納 部 の 挿 通 端 に 沿 っ て 生 地 も 適 切 か つ 容 易 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 先 端 部 は 、 前 記 ボ タ ン 本 体 で 押 圧 さ れ た 際 に 没 入 し て 側 方 に 膨 出 可 能 と さ
れ 成 が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 で は 、 ボ タ ン を 取 り 付 け る に あ た り 、 ボ タ ン 本 体 で 押 圧 さ れ た 先 端 部 は 没 入 さ
れ て 側 方 に 膨 出 す る こ と で 、 先 端 部 の 側 部 が ボ タ ン 本 体 の 収 納 部 の 側 面 を 十 分 に 押 圧 す る
の で 、 ボ タ ン の 取 り 外 し 力 （ セ パ レ ー シ ョ ン 力 ） が 向 上 す る こ と に な る 。 そ の た め 、 ボ タ
ン 本 体 が 止 め 具 か ら 誤 っ て 外 れ る こ と が な く な る 。
　 さ ら に 、 止 め 具 の フ ラ ン ジ 部 を 薄 手 の 生 地 を 押 さ え 易 い 板 状 形 状 に す れ ば 、 板 材 か ら 加
工 し て も 、 本 発 明 の 切 断 部 で あ る 角 部 １ ２ Ｆ さ ら に は 突 出 部 １ ２ Ｅ を 設 け る こ と が 可 能 で
あ り 、 生 地 の 切 断 を 容 易 に 行 え る 。 止 め 具 の 材 料 と な る 板 材 の 板 厚 は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ ～ １ ｍ
ｍ が 好 ま し く 、 さ ら に は 、 ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ が 好 ま し い 。
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